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	応用
	抗原情報
	背景
	触媒活性：NADH + ユビキノン = NAD(+) + ユビキノール。疾患：MT-ND5の欠陥は、複合体Iミトコンドリア呼吸鎖欠損症[MIM:252010]の原因となる。複合体I（NADH-ユビキノン酸化還元酵素）は、ミトコンドリア呼吸鎖の最大の複合体であり、40以上のサブユニットを含む。ミトコンドリア内膜に埋め込まれ、一部はマトリックスに突出している。複合体I欠損症は、ミトコンドリア疾患の最も一般的な原因である。これは呼吸鎖欠損症全体の3分の1を占め、神経障害から心筋症、肝不全、ミオパシーに至るまで、さまざまな臨床症状の原因となります。,疾患：MT-ND5の欠陥は、レーバー遺伝性視神経症（LHON）[MIM：535000]の原因です。
	研究分野
	酸化的リン酸化;パーキンソン病;
	画像データ
	

	MT-ND5抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	MT-ND5 抗体を使用した Jurkat 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	1：1000に希釈したND5ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット分析

